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 まだまだ暑いですが、２学期が始まります。夏休みはどうでしたか？学習会＆スポフェス

の準備の時には登校してきましたが、それ以外は各自で、各家庭で過ごしたと思います。Ｏ

ＨＳに実際に行ってみて、予想と違ったところもあるでしょうし、実感が少し湧いた人もい

るでしょう。第２回の進路希望調査用紙に書いてきた内容を見てそう感じました。今回は、

前回の反省を踏まえて記入し、『レベルアップしたな！』と思える人がいました。みなさん

の今後のことを考えて、もう一度、お伝えします。まず、内容以前の話ですが、「忘れてき

ました」、「鉛筆の下書きが消えていない」、「修正テープ（ペン）を使っている」、「空白が多

い（文章が短すぎる）」のは、お話になりません。この先願書を書いたり（これは全員）、自

己推薦書を書いたり、小論文を書いたりすることがあります。自分は関係ない、と思わない

でください。このような正式な書類を提出してもらうことがまだあります。次は、「よし！

ＯＫ」と言わせてください。お願いします。 

 さて、話は変わりますが、先日の学Ｐありがとうございました。バドミントン大会からの

ＢＢＱということで（保護者のみなさまは奉仕作業もありがとうございました）、着替えが

１枚では足りないという状況の中、楽しませていただきました。筋肉痛はもう治りましたで

しょうか。私は意外と回復が早くて助かりました。ですが、試合には負けてしまって悔しい

ので、リベンジ回を設定しようと思います。ちょっと特訓しようかなと思っています。 

 ＢＢＱは、野菜がとにかく美味しかったです。（肉はもちろん美味しかったです）私はち

いさな頃は野菜が苦手で、残して叱られてばかりいたのですが、小代で育っていたら、野菜

嫌いにならずに大きくなってもう少し健康的な体に…。 

 ２学期に意識してほしいこと、たくさんありますが、まずは「時間」を大切にすること、

それから行事が多くありますので「周りを見て自分から行動」することを特に意識してほし

いと思います。早速スポフェスが始まります。合同でするのは久しぶりだということも聞い

ています。私は２回目なのでどちらにせよ新鮮なのですが、行事の成功は準備８割本番２割

という言葉もあります。３年生は特に「全校応援」を盛り上げてください。持っているパワ

ーは十分です。あとは発揮するだけ！頑張れ！３年生。 

  梅谷家の夏休み 
小学１年生の宿題は中学３年生よりも多い！〇か×か。余裕で○です。ビックリする量の宿題で父親

は焦りました。国語のプリントＡ３サイズ５０枚、算数のプリントＡ３サイズ５０枚。まずこれで大抵

の１年生は心が折れます。あと工作、絵、人権標語、読書感想文、貯金箱、習字、あさがおの観察、絵

日記、自主学習、読書。それに家でやっているピアノの練習と、ついに正式入部したミニバスの練習。

なかなかハードな毎日です。盆までに何とかプリントを終わらせて、盆明けから工作やら何やら手取り

足取り。「それパパの作品になるやん」とダメ出しをされながら何度も書き直した読書感想文と作り直し

た貯金箱。ようやくすべての宿題にめどが立ちました。自分が小学生の頃、親にこれだけ苦労を掛けて

いたのかと思うと、頭が上がりません。青春１８きっぷは結局買うことが出来ず、京都方面に日帰りプ

チ旅行をして、おなか周りが去年より２ｃｍ縮んだ夏休みとなりました。 
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 夏休みの間に、パリオリンピックがありました。ＳＮＳを見てい

ると、「メダルおめでとう！」という書き込みよりも目立ったのが、

選手をはじめとする他者に対する誹謗中傷の数々でした。その書き

込みが要因になったかどうかはわかりませんが、あるアスリートは

活動休止をしたり、あるアナウンサーは退社したり、というニュー

スを目にしました。報道される内容に対して、「それはあかんや

ろ！」と思うような事実であったとしても、その人に対して、何を

言ってもいいわけではありません。みなさんは、テレビの情報とネ

ットの情報、どちらのほうが自分の中に入ってきていますか。おそ

らく多くの人がネット情報を頼りにしているのではないか、と思い

ます。ネットの情報は、今や誰でも書き込むことができ、誰でも読

み取ることができます。 

「ペンギンは鳥類なので実は空を飛べる」○か×か。ネット上には

○も×も回答として存在します。みなさんは、答えは分かります

か？あえてここでは言いませんので、興味がある人は調べてみてく

ださい。○と答えた人に×と答えた人が、×と答えた人に○と答え

た人が、どう反応するか。相手に対してのリスペクトが無いと、自

分の考えと違うものは排除してやれ、という考えに陥るのです。推

しメンと、そうじゃない人が、同じことを言ったとして感じ方はど

うですか。もちろん違ってくると思います。ただ、それを大きな声

で周りに「違うよね！そうだよね！」と言うのか、心の中で、自分

で思うのかで変わってきます。 

 ＳＮＳは切っても切り離せない時代になりました。上手く使うと

いいツールなのですが、事実、世の中上手く使えない人がまだまだ

多いです。自分が加害者にも、被害者にもならないようにするため

に、どうすればいいか、考えていきたいですね。 


